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宇
治
市
は
、
京
都
府
内
有
数
の
製
造

業
の
集
積
地
域
で
す
。
市
内
で
働
く

人
の
う
ち
、
製
造
業
に
関
わ
っ
て
働

く
人
の
割
合
は
20
％
と
最
も
高
く
、

市
の
産
業
に
お
け
る
生
産
額
の
約

30
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
１７
年
、
京
都
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

パ
ー
ク（
大
久
保
町
）内
に
宇
治
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
育
成
工
場
を
開
設
し
、

脱
炭
素
に
向
け
て
必
要
不
可
欠
と
な

る
新
た
な
太
陽
光
発
電
技
術
や
ド

ロ
ー
ン
の
飛
行
に
重
要
な
風
を
観
測

す
る
技
術
な
ど
、
日
本
、
そ
し
て
世

界
の
未
来
を
変
え
得
る
最
先
端
技
術

の
研
究
開
発
・
生
産
を
行
う
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
が
入
居
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
企
業
が
成
長
す
る
こ
と

に
よ
り
、
宇
治
に
新
た
な
産
業
が
生

ま
れ
、
ひ
い
て
は
雇
用
の
創
出
や
市

内
企
業
間
の
取
引
が
増
加
し
、
市
内

経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

  

こ
の
特
集
を
通
じ
て
、
未
来
を
切

り
開
く
最
先
端
の
宇
治
発
の
も
の
づ

く
り
企
業
に
注
目
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　今年4月に大阪・関西万博が開催されることで注目を集める「ものづくりの最先端」
に日々挑み続けるベンチャー企業、中でも新しいビジネスモデルを開拓しているス
タートアップ企業を紹介します。
　未来を切り開く宇治のものづくりの世界を覗いてみませんか。
　問産業振興課（ 39-9621）

独自性の高い先端的な技術力、開発力、製造能力を有
した企業が入居し、製品の試作・製造を行っています。

太
陽
光
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
目
指
し
て

株
式
会
社O

オ

プ

ト

マ

ス

P
T

M
A

S
S

CASE.1

宇
治
市
長 

松ま
つ
む
ら村 

淳あ
つ
こ子

宇治ベンチャー企業育成工場

現在の入居企業

株式会社S
シ ン セ イ
hinSei

プラスチック射出成形用金型の設計、製作

株式会社 D
ディーエフシー

F C
フローケミストリー用途の装置開発及び製造販売

自動車の研究開発用プラットフォームの開発、製造販売

株式会社ユー・エム・アイ
高機能プラスチックの超精密機械部品加工・販売

株式会社O
オ プ ト マ ス

PTMASS
透明太陽電池の材料の開発・製造・販売

株式会社エネコートテクノロジーズ
ぺロブスカイト太陽電池の材料・モジュールの開
発・製造

メトロウェザー株式会社
リモートセンシング技術を応用した大気計測装置の開
発・製作・販売

大久保町西ノ端1番地の25所 在 地

P.05へ

P.04へ

P.03へ

特集

宇 治 発 も の づくりベン

チャー企業の未来を支援！

べ
て
耐
久
性
・
透
過
率
・
熱
線
遮
蔽
率
は
高

い
で
す
が
、
太
陽
電
池
の
要
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
変
換
効
率
の
低
さ
が
課
題
で
す
。
色

を
付
け
れ
ば
変
換
効
率
を
あ
げ
る
こ
と
は
簡

単
で
す
が
、“
透
明
”に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

で
、
両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
課
題

を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

街
を
森
に
変
え
た
い　

　
「
大
学
の
最
先
端
の
技
術
を
世
に
出
し
た
い
」

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
よ
う
な
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
拓
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
通
じ
て
皆
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
熱
線

遮
蔽
フ
ィ
ル
ム
や
透
明
の
太
陽
電
池
を
製
品
化

し
、
世
間
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
最
終
的
に
は
、“
透
明
”に
こ
だ
わ
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
例
え
ば
街
中
の
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
や
、

各
家
庭
の
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
に
自
社
製
品
が
使

用
さ
れ
、
街
が
あ
た
か
も
森
の
よ
う
に
地
球

温
暖
化
防
止
に
貢
献
出
来
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

太
陽
を
全
て
活
用
す
る

　
脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
う
え
で
、
太
陽
は

重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

現
在
は
可
視
光
部
分
し
か
活
用
さ
れ
ず
、
残
り

半
分
の
赤
外
光
は
未
活
用
で
し
た
。
赤
外
光
は

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
も
あ
る
た
め
、
こ
の
未

活
用
な
赤
外
光
を
活
用
す
る
こ
と
が
温
暖
化
防

止
に
直
結
す
る
と
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で

活
用
し
や
す
い
透
明
な
太
陽
電
池
を
開
発
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

宇
治
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

育
成
工
場
に
入
居
し
て

　
京
都
大
学
在
籍
中
に
、
大
学
か
ら
の
後
押
し

も
あ
り
起
業
し
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
研
究
の

先
行
例
が
少
な
く
、
周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
え

ず
不
安
も
大
き
か
っ
た
で
す
が
、「
絶
対
に

や
っ
て
や
る
」と
い
う
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

宇
治
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
工
場
で
は
、

や
り
た
い
実
験
が
出
来
、
広
さ
も
確
保
さ
れ

て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
入
居
を
決
め
、
今
年

で
３
年
に
な
り
ま
す
。
新
し
い
素
材
が
生
ま

れ
る
と
、
新
し
い
製
品
が
誕
生
し
、
人
々
の

生
活
が
豊
か
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、
新
素

材
を
十
分
に
研
究
出
来
る
環
境
の
良
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

無
色
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
で
挑
む

　

赤
外
光
の
み
を
吸
収
す
る
素
材
を
半
導
体

の
中
か
ら
発
見
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
と
し

て
量
産
出
来
る
こ
と
が
自
社
の
強
み
で
す
。

無
色
透
明
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
を
活
用
し
、

太
陽
光
を
遮
断
す
る
フ
ィ
ル
ム
を
製
造
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
実
験

段
階
で
す
が
、
室
温

マ
イ
ナ
ス
3
度
、
空

調
の
30
％
省
エ
ネ
を

達
成
し
て
お
り
、
製

品
化
に
向
け
て
改
良

中
で
す
。

　

透
明
な
太
陽
電
池

は
、
他
社
製
品
に
比

株式会社
OPTMASS

透明太陽電池、熱線
遮蔽の材料の開発・
製造・販売
2021年

事業内容

創 業

DATA

ホームページ▶

代表取締役 坂
さかもと

本 雅
ま さ の り

典さん

▲熱線遮蔽フィルムの実証実験

熱線遮蔽フィルム設置

▲熱線遮蔽フィルム

▲開発中の透明な太陽電池

3
サ ー ド

rd C
カ ー ズ

ars株式会社

https://optmass.jp/
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さ
ら
な
る
研
究
開
発
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
、
支
持
し
て

も
ら
う
こ
と
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
既
存
製
品
を
改
良
す
る
の

で
は
な
く
、
1
か
ら
新
し
い
モ
ノ
を
生
み
出

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
規
格
化

し
、
世
の
中
を
変
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
次
の
30

年
、
50
年
を
支
え
る
産
業
を
宇
治
で
目
指
し
て

い
ま
す
。

同
級
生
に
誘
わ
れ
て

　
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
探
索
の
過
程
で「
ペ
ロ

ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
」に
出
会
っ
た
現
京
都

大
学
教
授
の
若
宮
先
生
に
、
事
業
化
の
相
談

を
さ
れ
、「
人
類
・
社
会
に
貢
献
出
来
る
研
究

に
も
取
り
組
み
た
い
」と
い
う
思
い
で
起
業
し

ま
し
た
。
当
時
、
会
社
員
で
し
た
が
、
技
術

力
の
凄
さ
や
実
用
化
の
可
能
性
に
心
が
動
き

ま
し
た
。

　
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
、
京
都
大

学
の
教
授
が
同
級
生
で
あ
る
私
と
と
も
に
大
学

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
創
業
し
ま
し
た
が
、
入

居
し
た
宇
治
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成
工
場
は
当

初
か
ら
支
援
体
制
が
手
厚
く
、
環
境
と
し
て
や

り
易
か
っ
た
で
す
。

起
業
の
き
っ
か
け

　
局
地
的
な
強
風
の
影
響
で
電
車
が
よ
く
止
ま

る
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
風
況
を
把
握
し
よ

う
と
い
う
思
い
で
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
当

初
、
外
国
の
製
品
を
借
り
て
計
測
し
て
い
ま
し

た
が
、
測
定
出
来
る
範
囲
が
狭
く
、「
だ
っ
た

ら
自
分
た
ち
で
開
発
し
よ
う
」と
起
業
。
当
時

は
、
日
本
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
期
で
、

自
分
で
勉
強
し
な
が
ら
創
り
あ
げ
ま
し
た
。

ド
ッ
プ
ラ
ー・ラ
イ
ダ
ー
で

大
気
を
測
る

　
ド
ッ
プ
ラ
ー
効
果
と
言
っ
て
、
遠
ざ
か
る
光

源
か
ら
の
光
は
波
長
が
伸
び
、
赤
く
変
化
し
ま

す
。
逆
に
、
近
づ
く
光
源
か
ら
の
光
は
波
長
が

縮
み
、
青
く
変
化
し
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
原

理
を
応
用
し
、
空
気
中
の
細
か
な
塵
に
レ
ー

ザ
ー
光
を
照
射
し
、
そ
の
反
射
光
を
受
信
す
る

際
の
光
の
偏
移
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
最
大
半

径
１5
㎞
圏
内
の
風
向
き
・
風
速
を
測
定
出
来
る

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
量
産
出
来
る

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
と
共
同

で
車
載
電
源
の
開
発
や
、JAXA

と
共
同
で
宇

宙
用
途
に
取
り
組
む
等
、
様
々
な
シ
ー
ン
で

の
活
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
ど
こ
で
も
電
源
R
」
の
よ
う
に
世
の
中
に

な
い
モ
ノ
を
生
み
出
す
こ
と
に
楽
し
さ
や
、
世

の
中
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
思
う
と
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
ど
こ
で
も
電
源
R」の
誕
生

　
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
」
は

2
0
1
0
年
代
に
登
場
し
た
、
歴
史
が
新
し

く
、
主
成
分
を
国
産
で
ま
か
な
え
る
太
陽
電

池
で
す
。
重
く
・
太
陽
光
に
し
か
反
応
し
な

い
現
行
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
に
対
し
て
、
薄

い
・
軽
い
・
室
内
光
に
も
反
応
し
、
発
電
性
能

が
高
い
点
が
強
み
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を

生
か
し
、
設
置
場
所
を
選
ば
ず
、
ど
こ
で
も

発
電
・
供
給
出
来
る
こ
と
か
ら「
ど
こ
で
も
電

源
R
」と
名
付
け
ま
し
た
。

身
の
回
り
か
ら
宇
宙
ま
で 

　
リ
モ
コ
ン
や
時
計
に
「
ど
こ
で
も
電
源
R
」

を
使
う
と
電
池
交
換
が
不
要
に
な
る
等
、
日

常
生
活
が
便
利
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
見
て

　

前
職
か
ら
転
職
を
検
討
し
て
い
る
時
に
今

の
会
社
に
出
会
い
入
社
し
ま
し
た
。

　

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
は
初
期
の
研

究
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
周
り
の

製
品「
ド
ッ
プ
ラ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
」を
研
究
開

発
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
製
品
は
、
ノ
イ

ズ
を
取
り
除
き
、
綺
麗
に
信
号
を
取
り
出
す

独
自
の
信
号
処
理
技
術
に
よ
り
、
弱
い
レ
ー

ザ
ー
で
も
測
定
出
来
、
製
品
の
小
型
化
・
低

コ
ス
ト
化
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

宇
治
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
、世
の
中
を
変
え
る

　

現
在
、
当
社
の
持
つ
技
術
を
活
用
し
て
ド

ロ
ー
ン
の
位
置
を
把
握
す
る
物
体
検
知
な
ど
、 ▲ドップラー・ライダー

▲工場での作業風景

ど
こ
で
も
発
電
し
、電
力
を
供
給
す
る
太
陽
電
池
を
発
明

株
式
会
社
エ
ネ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

風
を
見
え
る
化
し
、世
界
の
安
全
を
守
る

メ
ト
ロ
ウ
ェ
ザ
ー
株
式
会
社

CASE.2CASE.3

▲ペロブスカイト太陽電池「どこでも電源R」

柔軟性があり、
多 用 途に対 応
可能

特
集

曲がります！

代表取締役 加
か と う

藤 尚
な お や

哉さん

人
に
話
し
て
も「
何
そ

れ
？
」と
言
わ
れ
る
ば

か
り
で
し
た
が
、
国

に
注
目
さ
れ
、
知
っ

て
い
る
人
が
増
え
て

き
た
こ
と
に
嬉
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
場
の
職
員
か
ら「
変

換
効
率（
※
）の
数
字
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
」

等
、
日
々
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

勢
い
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
を
目
の
当
た
り
に

出
来
る
環
境
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
※
）変
換
効
率
…
1
0
0
の
光
を
取
り
込
み
、
電
気
に

変
換
で
き
る
割
合
。
エ
ネ
コ
ー
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
で
は

約
24
％
を
達
成
し
て
お
り
、
他
社
に
比
べ
て
高
効
率
を

実
現
し
て
い
る
。

管理部 奥
おくやま

山 達
た つ の り

徳さん

▲徹底管理された室内での作業風景

株式会社エネコート
テクノロジーズ

ぺロブスカイト太陽
電池の材料・モジュー
ルの開発・製造 
2018年

事業内容

創 業

DATA

ホームページ▶

代表取締役 古
ふ る も と

本 淳
じゅんいち

一さん

メトロウェザー
株式会社

リモートセンシング技術
を応用した大気計測装
置の開発・製作・販売
2015年

事業内容

創 業

DATA

ホームページ▶

精
度
が
求
め
ら
れ
る
仕
事

　
精
密
機
器
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
一
つ

の
工
程
に
細
や
か
さ
を
要
し
、
苦
労
す
る
反
面
、

興
味
が
湧
き
ま
す
。
ま
た
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
調
整
し
、
望
ま
し
い
方
法
で
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

ド
ッ
プ
ラ
ー・ラ
イ
ダ
ー
の
活
用

▲ドップラー・ライダーの動作原理

　

昨
年
、
国
際

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

会
場
で
、
ド
ッ

プ
ラ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
を
活
用
し
た
世
界
初
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
風
況
観
測
デ
ー
タ
配
信
を
し

ま
し
た
。
当
社
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン

で
の
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、
選
手

や
チ
ー
ム
に
加
え
て
大
会
運
営
側
か
ら
の
高

い
ニ
ー
ズ
と
今
後
の
期
待
の
大
き
さ
に
驚
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
他
に
も
、
こ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
風

況
可
視
化
に
よ
る
、
風
力
発
電
の
効
率
化
や

船
舶
の
最
適
航
路
を
導
く
こ
と
に
よ
るCo2

削
減
や
燃
費
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
物
体
検
知
な
ど
の
研
究
開
発
か
ら
繋
が

る
新
た
な
分
野
も
含
め
て
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
・

ラ
イ
ダ
ー
技
術
の
革
新
に
挑
戦
し
、
世
界
の

安
心
・
安
全
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

技術開発本部 VPoE 
兼　技術開発本部長
アルタン・チャージャンさん

特集

https://enecoat.com/
https://www.metroweather.jp/
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と こ ろ と き

神明幼稚園
39-9288

2月10日（月）・27日（木）
10時〜11時

東宇治幼稚園
39-9290

2月4日（火）・12日（水）・27日（木）
10時30分〜11時30分

木幡幼稚園
39-9292

2月10日（月）・17日（月）・27日（木）
10時〜11時

予防接種については、市ホームページまたは子育て情報誌を確認してください。

来月の健康診査・相談など 問保健推進課　 20-8728

子子育育てて応援応援ココーーナナーー

園庭開放

保育所等の広い園庭を遊び場として開放します。

開催状況については、
市ホームページを確認してください。

問地域子育て支援基幹センター 20-8733

子どもと一緒に遊びに行こう 就学前のお子さんと保護者の方が気軽に集い、遊べる場を紹介します。

子育てに関する旬な情報をお伝えします。子育て情報誌・
LINEでも情報を発信しています。併せてご確認ください。

宇治市公式LINEでは、市政全般の情報を発信し
ています。二次元コードをスマートフォン等で読
み込んでください。

市立幼稚園 未就園児活動
入園前のお子さんと保護者が一緒に楽しめる遊びの
広場を毎月開催しています。詳細は各園にお問い合
わせください。

問各市立幼稚園

休日・夜間などの急患診療 病気やけがにより緊急で医療が必要な場合利用出来ます。

軽症の場合は、まず 「小児救急電話相談」 を利用してください。

（つながらない場合 075-661-5596）
#8000小児救急電話相談

時間 年中無休、19時～翌朝8時（土曜
〈祝日・年末年始を除く〉は15時～）

● 受診の前に、必ず電話で問い合わせてください。

医
療
機
関

小
児
救
急
医
療
体
制

（
山
城
北
医
療
圏
）

宇治徳洲会病院	 0774-20-1111
　※救命救急センター。24時間小児救急体制を実施。

京都田辺中央病院（京田辺市）
　　　　　　　　	 0774-63-1111
　※24時間小児救急体制を実施。

男山病院（八幡市）	 075-983-0001
　※平日金曜の18時～翌朝8時。

医
療
機
関

休日急病診療所　 0774-39-9430
「内科・小児科」の診療は下記のとおり当日電話
事前連絡制です。
当日事前連絡専用電話番号　 0774-39-9376
※事前連絡がない場合は受診出来ません。
※事前連絡時に、来院時間をお伝えします。
※受け入れ人数には限りがあり、受け付け出来ない場合が　　
あります。

診 療 日 日曜・祝日及び振替休日、年末年始（12月31日
～1月3日、歯科のみ12月29日～）

内科・小児科
（当日電話事前

連絡制）
歯科

（事前連絡不要）

受付時間 午前9時～11時
午後0時30分～4時

午前9時30分～11時30分
午後1時～2時30分

診察時間 午前10時～12時 
午後1時～5時

午前10時～12時
午後1時～3時

診察場所 うじ安心館5階 うじ安心館5階

医
療
機
関

　京都きづ川病院（城陽市）		  0774-54-1111
    　※小児科医が対応。日曜・祝日の９時～13時。
　    　まずはお問い合わせください。

事業名・問い合わせ と こ ろ ・ と き そ の 他

おやこっこらんど

問生涯学習センター
39-9500

所生涯学習センター
時2月27日（木）
10時〜11時30分

対未就学児と保護者
内「ひなまつりの飾りを作ろう」、お
もちゃ遊び、キッズヨガ、体操、パラ
バルーン など

赤ちゃんサロン

問社会福祉協議会
22-5650

所西宇治体育館
時2 月 27 日（木）
10 時〜 12 時

対妊婦、生後1 〜6か月の子と保護者
内ミニプログラムと参加者同士の
交流タイム。動きやすい服装で参加
してください。
￥200円　持バスタオル・飲み物

赤ちゃん広場

問社会福祉協議会
22-5650

所西宇治体育館
時2 月 6 日（木）
10 時〜 12 時

対生後 7 〜 12 か月の子と保護者
内ミニプログラムと参加者同士の
交流タイム。動きやすい服装で参加
してください。
￥200円　持バスタオル・飲み物

おしゃべりキャッチ
ボール

問社会福祉協議会
22-5650

所西宇治体育館
時2 月 13 日（木）
10時〜11時30分

対妊婦、未就学の子と保護者
内子育ての気になることについて
参加者同士の交流・情報交換
持バスタオル・飲み物

その他ひろば・サロンなど
事前の申込不要です。気軽に参加してください。

事 業 対 象 そ の 他
1か月児健康診査 令和7年2月生まれ 親子健康手帳の交付時に受診券を渡しています。

3か月児健康診査 令和6年11月生まれ 詳細は、2月19日頃に発送する個別通知を確認してください。

10か月児健康診査 令和6年4月生まれ 2月21日頃に発送する個別通知をご覧の上、
受診期間内に市内の協力医療機関にて受診してください。

1歳8か月児健康診査 令和5年6月生まれ
※対象は前後する可能性があります 詳細は、2月10日頃に発送する個別通知を確認してください。

3歳児健康診査 令和3年9月生まれ
※対象は前後する可能性があります 詳細は、2月14日頃に発送する個別通知を確認してください。

BCG予防接種 生後6か月〜1歳未満 詳細及び予診票は３か月児健康診査時に渡しています。

◎教 室

◎乳幼児健診等

事 業 対 象 と こ ろ と き そ の 他

離乳食教室 令和6年10月生まれ 健やかセンター 3月14日(金） 申必要。3月3日（月）から電話で
保健推進課へ。

あんしんかんDE
お話タイム 健やかセンター 3月18日（火）

9時30分〜11時
参加者同士の交流と遊びの紹介。
申開催日2週間前から電話で保健推進課へ。
※実施日の受付時間は予約時に指定。

乳幼児相談 2か月〜就学前

健やかセンター 3月18日（火）
9時15分〜11時

計測、栄養（食事）・育児（発達）相談。
申開催日2週間前から電話で保健推進課へ。
※実施日の受付時間は予約時に指定。

北部地域子育て
支援センター

3月17日（月）10時〜11時
（受付は10時〜）

計測。
申開催日2週間前から電話で各地域子
育て支援センターへ。
※実施日の受付時間は予約時に指定。

東部地域子育て
支援センター

3月14日（金）10時〜11時
（受付は10時〜）

西部地域子育て
支援センター

3月5日（水）10時〜11時 
（受付は10時〜）

南部地域子育て
支援センター

3月11日（火）10時〜11時
（受付は10時〜）

パパとママのための
おはなし会

①妊婦または6か月までの子と
その保護者
②6か月〜1歳までの子と保護者

健やかセンター
3月17日（月）
①9時30分〜10時30分
②10時30分〜11時30分

保育士によるふれあい遊びの紹介、オスス
メ絵本の紹介、参加者同士の交流タイム。
申必要。Eメール（※1）で保健推進課へ。

パ
パ
マ
マ
教
室

妊婦さんの交流会〜
助産師とストレッチ〜

市内在住の妊娠16週以降の妊
娠中のママとパパ（ひとりでの
参加も可）

健やかセンター

3月6日（木）10時〜11時
（受付は9時45分〜）

助産師による妊婦体操、歯科衛生士に
よるお口の話、交流タイム。
申必要。子の同伴は要相談。開催日の４
日前までにEメール（※2）で保健推進課へ。

プレママの食事〜知っ
ておきたい栄養の話〜

市内在住の体調が落ちつかれた
妊娠中のママとパパ（ひとりで
の参加も可）

3月5日（水）
10時45分〜11時45分

（受付は10時30分〜）

保育あり。
申必要。開催日の４日前までにEメー
ル（※2）で保健推進課へ。

パパとママの
沐浴・お世話体験

市内在住の妊娠24週以降の
第1子を妊娠中のママとパパ

（ひとりでの参加も可）

3月22日（土）
10時〜11時40分

（受付は9時45分〜）
申必要。Eメール(※2)で保健推進課へ。

※１＝�参加希望日・参加者氏名（ママ・パパ・赤ちゃん等）・住所・電話番号・赤ちゃんの生年月日（妊婦の場合は出産予定日）・赤ちゃんの兄姉参加の有無を
papamama-start@city.uji.kyoto.jpへ。

※２＝�参加希望日・妊婦氏名・住所・電話番号・妊婦生年月日・出産予定日・配偶者参加の場合はその氏名・食物アレルギーの有無（プレママの食事
に参加の方のみ）・保育希望の有無（パパとママの沐浴・お世話体験は不要）を papamama-start@city.uji.kyoto.jp�へ。

 宇治っ子

輝け！

令和6年2月生まれの
お子さんを募集します。
応募はEメールで受付中です
（応募締切2月3日必着）。
詳細は市ホームページまで →

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/33790.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/site/kosodate/6189.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/4452.html
mailto: papamama-start@city.uji.kyoto.jp
mailto: papamama-start@city.uji.kyoto.jp
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紫
式
部
ゆ
か
り
の
ま
ち
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問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課（

20
・
8
7
2
4
）

　
「
紫
式
部
文
学
賞
」は
、
伝
統
あ
る
日
本
女

性
文
学
の
継
承
・
発
展
と
、
市
民
文
化
の
向

上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

35
回
目
を
迎
え
る
同
文
学
賞
の
受
賞
候
補
作

品
を
推
薦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

紫
式
部
文
学
賞
の

候
補
作
品
募
集

市
営
住
宅（
空
家
）の

入
居
者
募
集

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の

作
品
を
推
薦
し
て
み
ま
せ
ん
か

全国各地から多くのランナーが参加します。当日は図のとおり交通規制を行います。
当日は車での移動を控えてください。ご理解とご協力をお願いします。
問宇治川マラソン大会実行委員会事務局（ 22-1150）

公園内道路
原則として午前9時半～午後0時40分は車両運行出来ません。
駐車場
原則として午前9時半～午後0時40分は駐車場の出入りが出来ません。
※午前11時以降は城陽ゲートからの第1・第2駐車場の入退園は可能です。

問
住
宅
課（

20
・
8
7
4
0
）

　
家
賃
の
他
に
、
共
益
費
・
入
居
時
に
敷
金（
家
賃

の
３
カ
月
分
）が
必
要
で
す
。
応
募
資
格
な
ど
詳

し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
市
内
在
住
で
、
住
宅
の
確
保
に
困
っ
て
い
る

◦�

同
居
親
族
か
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
事
実

上
婚
姻
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
人
及
び
婚
約

者
を
含
む
）が
い
る

◦
基
準
収
入
額
以
内
で
あ
る

※�一般
世
帯
向
け
住
宅（
単
身
入
居
可
）は
別
途
応
募
資
格

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
は
、一般
世
帯
向
け
住
宅
の
応

募
資
格
に
加
え
、
次
の
要
件
が
必
要
。

◦�

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
に
小
学
６
年
生
以
下

（
１2
歳
以
下
）の
子
が
１
人
以
上
い
る
こ
と

申
2
月
１0
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）に
、
郵
送
で
、

同
課
へ
。
募
集
案
内
書
は
同
課
窓
口
で
配
布
す
る

他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

３
月
下
旬
予
定

入
居
時
期

応
募
資
格（
一
部
）

一般世帯向け住宅
黄檗市営住宅 ２ＤＫ／２戸、３ＤＫ／１戸

五ヶ庄福角市営住宅 ３ＤＫ／１戸
槇島吹前市営住宅 ３ＤＫ／１戸、４ＤＫ／１戸
神明宮西市営住宅 ２ＤＫ／１戸、３ＤＫ／１戸
小倉中畑市営住宅 ３ＤＫ／１戸

子育て世帯向け住宅
槇島吹前市営住宅 １ＬＤＫ／１戸
黄檗市営住宅 ３ＤＫ／１戸

一般世帯向け住宅（単身入居可）
槇島吹前市営住宅 ３Ｋ／２戸

募集する市営住宅

太陽が丘スタート 最終ゴール午前10時10分 午後0時40分 2 23
（日）

AB
C

違法広告
STOP

CREDIT CARDCREDIT CARD

詳しくは
こちら

▲
太陽が丘内の車両運行

宇
治
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

日
本
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（

39
・
9
3
0
0
）

　
『
源
氏
物
語
』の
主
要
人
物
の一人
で
あ
る
夕
霧
は
、
宇
治
十
帖
に
お
い

て
、
源
氏
と
藤
原
氏
と
い
う
二
大
権
門
勢
家
の
統
領
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。

夕
霧
に
注
目
し
、
宇
治
十
帖
を
読
み
解
き
ま
す
。

時
2
月
28
日(

金)

午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け
付
け
は
午
後
1
時
半
）　
所

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
定
抽
80
人　
講
安
藤
徹
さ
ん（
龍
谷
大
学
副
学

長
・
教
授
）　
￥
600
円　
申「
連
続
講
座
第
１0
回
」、
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
郵

便
番
号・住
所・電
話
番
号
を
、
往
復
は
が
き・Ｅ
メ
ー
ル
で
、
2
月
１5
日（
土
）

ま
で（
必
着
）に
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45-

26　

kozam
useum

@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。
１
枚
の
は
が
き
に
つ
き
１

講
座
１
人
ま
で
。
持
参
の
場
合
は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
。
各
申
し

込
み
方
法
で
重
複
申
し
込
み
は
不
可
。

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

連
続
講
座
　
紫
式
部
と
そ
の
時
代

第
10
回『
源
氏
物
語
』の
権
門
勢
家

―
統
領
と
し
て
の
夕
霧
を
中
心
に
―

推
薦
方
法

所
定
の
推
薦
用
紙
を
、
2
月
28
日（
金
）ま
で
に
、

郵
送
・
メ
ー
ル
で
、
同
課（
〒
611
・
8
5
0
1

宇
治
琵
琶
33　

bunkasportska@
city.

uji.kyoto.jp

）へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
推
薦
出
来
ま
す
。

推
薦
出
来
る
作
品

次
の
全
て
を
満
た
す
こ
と

◦
作
者
が
女
性
の
作
品�

◦
6
年
1
月
1
日
～
１2
月
3１
日
に
刊
行
さ
れ

た
日
本
語
の
作
品
。
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、

小
説
、
戯
曲
、
評
論
、
随
筆
、
詩
、
歌
句
、

翻
訳
及
び
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
等
の
文
学
作
品

（
た
だ
し
、
詩
及
び
歌
句
に
つ
い
て
は
、
あ
る

程
度
の
作
品
を
収
録
し
た「
集
」の
体
裁
を
と

る
も
の
）。

推
薦
出
来
る
人

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１5
歳
以
上（
中
学

生
を
除
く
）の
人

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（

20
・
8
7
2
4
）

　
石
か
ら
絵
具
を
作
る
体
験
や
、
日
本
古
来
の
絵
具
を
使
い
日
本
画
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
源
氏
物
語
「
宇
治
十
帖
」
の
世
界
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
下
絵
に
彩
色
を
行
い
、参
加
者
全
員
で
1
つ
の
屏
風
を
作
り
ま
す
。

時
対
◎
３
月
２
日
（
日
）＝
小
学
3
・4
年
生
◎
８
日
（
土
）＝
小
学
5
・6

年
生
◎
９
日
（
日
）＝
中
学
・
高
校
生
、い
ず
れ
も
午
後
０
時
半
～
４
時
半

　
所
中
央
公
民
館　
定
抽
各
20
人　
申
参
加
希
望
者
毎
に
、参
加
希
望
日
・

氏
名
・住
所
・電
話
番
号
・年
齢
（
学
年
）を
、２
月
1
日
（
土
）～
１6
日
（
日
）

（
消
印
有
効
）に
、郵
送
・E
メ
ー
ル
で
同
課
（

bunkasportska@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

https://www.city.uji.kyoto.jp/site/sportsjigyou/84996.html
mailto: bunkasportska@city.uji.kyoto.jp
mailto: kozamuseum@city.uji.kyoto.jp
mailto: bunkasportska@city.uji.kyoto.jp


7
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
お
得
な
支
払
方
法
で

11

問
年
金
医
療
課（

20
・
8
7
9
2
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
に
は
、
月
払

の
他
に
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
る一括
前
納

等
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
６
年
度
口
座
振
替（
１
年
前
納
）で
年

間
4
2
7
0
円
の
割
引

納
付
書
に
よ
る
前
納

　
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ

れ
る
納
付
書
で
、
指
定
の
納
付
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

２
年
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
京
都
南
年
金

事
務
所
窓
口
へ
所
定
の
申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※�

納
付
額
が
３０
万
円
を
超
え
る
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

口
座
振
替・ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
前
納

◦
口
座
振
替

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
、

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
等
）、
通
帳
、
金
融

機
関
届
出
印
を
持
ち
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
か
同

問
ま
ち
美
化
推
進
課（

20
・
8
6
9
2
）

　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
資
源
物
等
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
家
電
４
品
目

（
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫・冷
凍
庫
、
洗
濯
機・衣
類
乾
燥
機
）は
対
象
外
で
す
。

時
2
月
8
日(

土)

午
前
10
時
～
午
後
3
時
　
所
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー

事
務
所（

0
7
5

・6
4
4
・
1
1
6
5
）へ
。

◦
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
、

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
等
）、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド（
本
人
、
配
偶
者
の
も
の
で
な
い
場

合
は
同
意
書
が
必
要
）を
持
ち
、
同
事
務
所

か
年
金
医
療
課
窓
口
へ
。

◦
申
込
か
ら
初
回
振
替（
立
替
）ま
で
は
、
２

か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。
初
回
振
替（
立
替
）

ま
で
は
納
付
書
で
の
お
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
早
割

通
常
の
口
座
振
替（
当
月
分
保
険
料
を
翌
月

末
引
き
落
と
し
）を
口
座
振
替
早
割（
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
引
き
落
と
し
）で
納
付
す

る
と
定
額
保
険
料
か
ら
月
額

６０
円
割
引
さ
れ
ま
す

（
早
割
は
、
定
額
保
険
料

の
口
座
振
替
に
限
る
）。

10
時
ち
ょ
う
ど
の
～
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
～

家
電
や
衣
類
は
あ
な
た
か
ら
～
♪
旅
立
ち
～
ま
す
～

や
っ
ち
ゃ
え
ご
み
減
！ 

参 

考
申
込
方
法

A B
C

違法広告

STOP

CREDIT CARD
CREDIT CARD

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
de
リ
サ
イ
ク
ル
10

1
9
9
5
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

昨
年
元
旦
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年

AB
C

違法広告
STOP

CREDIT CARDCREDIT CARD

問
政
策
戦
略
課（

seisakusenryaku@city.uji.
kyoto.jp

）　

20
・
8
6
9
8
　
FAX
20
・
8
7
7
8
）

　
総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画

で
あ
り
、
す
べ
て
の
市
民
や
関
係
団
体
に
と
っ
て

重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
す
。
現
在
の
宇
治
市

第
6
次
総
合
計
画
第
1
期
中
期
計
画
は
、
7
年

度
ま
で
の
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
8
年
度
以
降
の

第
２
期
中
期
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
宇
治

市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
と
し
て
、
学
識
経
験
者

や
関
係
団
体
役
職
員
と
と
も
に
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
市
民
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

申
応
募
用
紙
を
、
2
月
28
日（
金
）（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同

課
窓
口（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶
３３
）へ
。

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
１
階
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
、
市
の
主
な
公
共
施
設
に
も
あ
る
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

　
　
　
　��

10
人
程
度

　
　��

市
長
が
委
嘱
し
た
日（
5
月
頃
予
定
）

か
ら
2
年
間（
審
議
の
開
催
は
、
7
年
度
の
み

を
予
定
）

　
　��

1
日
あ
た
り
9
9
0
0
円

　
　��

任
期
中
5
～
6
回
程
度
の
会
議
に
出

席
し
、
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　��

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

7
年
4
月
1
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
人（
本

市
市
議
会
議
員
及
び
職
員
を
除
く
）

　
　
　
　��

書
類
選
考
の
上
、
面
談
を
実
施

（
3
月
中
旬
頃
を
予
定
）。
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知
。

募
集
人
数

応
募
資
格

選
考
方
法

市
民
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す

宇
治
市
総
合
計
画
審
議
会

報
酬

任
期

内
容

1
9
9
5
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

昨
年
元
旦
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年

10

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
地
域
社
会
に
深
い
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

宇
治
市
で
は
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
の
両

方
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
避
難
所
環
境
の
充
実
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
防
災
意
識
向
上
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

で
き
る
こ
と
を
宇
治
市
と�

一緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

防
災
出
前
講
座

職
員
を
派
遣
し
て
、

防
災
に
関
す
る
講

演
会
を

実
施
し

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金

自
主
的
な
防
災
活
動
へ
の
補

助
金
が
あ
り
ま
す
。
活
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

災
害
時
地
域
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
支
援

い
つ
、
ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
に
避
難
す

る
の
か
を
決
め
て
お
く
計

画
を
作
成
す
る
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

◦�
地
域
の
取
り
組
み
を
知
る

▲出前講座の様子

▲南陵町自治会の防災訓練の様子

▲
▲

問
危
機
管
理
室
　（

３９
・
９
４
２
１
）

▲お申込みはこちら

▲補助金について▲詳細はこちら

身近な防災対策も載ってます！

地
域
で
も
防
災
に
関
わ
る
様
々
な
取
り

組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
し

て
み
る
と
、
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
。

参
加
さ
れ
た
方
の
声

◦�

子
ど
も
も
参
加
で
き
る
た
め
、
無
理

な
く
続
け
ら
れ
る
。

◦�

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
し
な
が

ら
防
災
に
つ
い
て
学
べ
る
。

◦�

み
ん
な
で
取
り
組
む
姿
勢
が
い
ざ
と

い
う
時
の
行
動
に
繋
が
る
。

2
月
末
ま
で
に
順
次
配
布
し
ま
す

「
宇
治
市
く
ら
し
の
便
利
帳 

令
和
7
年・8
年
保
存
版
」 

を
発
行

　便
利
帳
は
、
宇
治
市
と
民
間
事
業
者

が
共
同
で
制
作
し
ま
し
た
。
発
行
・
配

布
の
費
用
は
、
広
告
収
入
に
よ
り
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
広
告
掲
載
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
、
多
く
の
方
々
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　「わ
が
街
事
典
」で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見
る
こ
と
も
出
来
ま
す

（
2
月
20
日
か
ら
公
開
）。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　2
年
間
、
お
手
元
に
保
管
し
、
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
活
用
く
だ
さ
い
。
2
月
末

日
ま
で
に
順
次
、全
戸
に
配
布
し
ま
す
。配

布
が
無
い
場
合
は
、同
課
同
係
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
報
課
広
報
係（

20
・
8
7
0
４
）

防
災
情
報（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）、

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
、 

地
域
の
情
報
な
ど
を
掲
載

▲「わが街事典」

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/25/5771.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/25/5769.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/25/63215.html
https://www.scinex.co.jp/wagamachi/loco/26204/dl_pc.html
mailto: seisakusenryaku@city.uji.kyoto.jp


そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

健
康・福
祉

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

13

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

安
全・安
心

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

健
康・福
祉

時＝日時��所＝場所��対＝対象��定＝定員��抽＝締め切り後抽選��先＝先着で受け付け��内＝内容��講＝講師��￥＝参加費・受講料���
持＝持ち物��他＝その他��申＝申込方法��問＝問い合わせ先��※次の場合は記載していません�（対だれでも�定なし�￥無料�申不要）

記号の説明 宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33）�※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。�■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。

情
報
B
O
X

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

母
子
家
庭
奨
学
金（
高
等
学
校
入
学
支

度
金
）入
学
前
申
請

対
4
月
1
日
時
点
で
京
都
府（
京
都
市
は
除
く
）

に
居
住
し
、
引
き
続
き
母
子
家
庭
で
あ
る
と
見

込
め
、
高
等
学
校
へ
の
入
学
が
決
定
し
て
い
る

中
学
3
年
生
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
等

（
府
の
他
の
奨
学
金
等
を
受
け
る
人
や
、
父
子

家
庭
は
対
象
外
）　
《
支
給
額
》3
万
5
千
円　

申
所
定
の
用
紙
に
合
格
通
知
書（
写
し
）を
添

え
、
2
月
3
日（
月
）～
28
日（
金
）に
、
こ
ど
も

福
祉
課
へ
。
な
お
、
6
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金

（
桃
色
の
申
請
書
）が
未
提
出
の
場
合
は
、
あ
わ

せ
て
提
出
が
必
要
で
す
。

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
市
民
税

非
課
税
世
帯
対
象
）の
申
請

対
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、次
の
①
～
④
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
新
高
校
１
年
生
～

３
年
生（
支
援
学
校
、高
等
専
門
学
校
含
む
）。他

の
奨
学
金
制
度
と
併
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。①
母
子（
父
子
）世
帯（
2０
歳
以
上
６５
歳
未

満
の
人
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
申
請
不
可
）

②
児
童
世
帯
③
障
害
者
世
帯（
手
帳
要
件
あ
り
）

④
長
期
療
養
者
世
帯　
申
申
請
書
・
６
年
度
市

民
税
非
課
税
証
明
書
・合
格
通
知
書
の
写
し
か

生
徒
手
帳
の
写
し
・
印
鑑
・
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
、③
④
の
世
帯
は
そ
れ
を
証
明
す
る
書

類
等
を
、２
月
３
日（
月
）～
28
日（
金
）に
、山
城

北
保
健
所
福
祉
課
窓
口
へ
。申
請
書
は
こ
ど
も

福
祉
課
、同
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。　
問
山
城
北

保
健
所
綴
喜
分
室（

６３
・5
７
４
5
）

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
利
用
者
の
募
集

対
4
月
1
日
現
在
、満
６０
歳
以
上（
昭
和
4０
年
4

月
2
日
以
前
生
ま
れ
）で
、市
内
在
住
か
つ
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
り
、他
の
園
芸
ひ
ろ
ば
の
利

用
ま
た
は
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
。　
《
募

集
地
》◎
羽
戸
山
◎
伊
勢
田
第
二　
《
募
集
区

画
》各
５５
区
画（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

《
区
画
の
広
さ
》約
1０
㎡
（
１
世
帯
に
つ
き
１
区

画
。た
だ
し
応
募
者
が
募
集
区
画
数
に
満
た
な

い
場
合
は
2
区
画
ま
で
利
用
可
）　
《
利
用
期

間
》4
月
1
日
～
1０
年
3
月
1５
日
の
約
３
年
間　

《
利
用
料
金
》1
区
画
年
額
3
6
0
0
円　
《
留

意
事
項
》◎
月
1
回（
指
定
す
る
日
）、ひ
ろ
ば
内

の
全
体
清
掃
活
動
へ
の
参
加
◎
ひ
ろ
ば
の
運
営

委
員
を
依
頼
す
る
可
能
性
あ
り
◎
車
で
の
来
園

は
禁
止　
申
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、本
人

か
代
理
人
が
、直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
郵

送
不
可
）。◎
２
月
３
日（
月
）～
18
日（
火
）に
、

長
寿
生
き
が
い
課
窓
口
へ
。◎
羽
戸
山
＝
２
月

12
日（
水
）午
前
1０
時
～
11
時
に
莵
道
北
集
会
所

へ
。◎
伊
勢
田
第
二
＝
２
月
12
日（
水
）午
後
２

時
～
３
時
に
伊
勢
田
集
会
所
へ
。

う
ー
ち
ゃ
学
校

も
し
も
の
と
き
に
備
え
よ
う
！

「
親
子
で
備
え
る
防
災
の
食
と
運
動
」

時
3
月
8
日（
土
）午
前
1０
時
～
正
午　
所
西
小

倉
小
学
校
体
育
館　
対
定
抽
◎
市
内
在
住
の

小
学
生
と
保
護
者
＝
1０
組
◎
18
歳
以
上
の
市

民
＝
1０
人　
講
摂
南
大
学
、の

ぞ
み
整
骨
院
グ
ル
ー
プ　

申

2
月
18
日（
火
）ま
で
に
、専
用

フ
ォ
ー
ム
で
。

健
康
展「
た
の
し
く
適
塩
！
～
今
日
か
ら

適
塩
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
～
」

時
2
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）　
所
市
役
所
１

階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
内
適
塩
に
つ
い
て
の
パ

ネ
ル
展
示
、各
種
計
測
、健
康
相
談　
問
健
康
づ

く
り
推
進
課

宇
治
鳳
凰
大
学
祭

　
同
大
学
受
講
生
に
よ
る
舞
台
や
展
示
発
表
を ▲専用フォーム

行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時	

２
月
７
日（
金
）午
前
11
時
～
午
後
３
時
1５
分　

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

時
所
◎
２
月
８
日（
土
）午
前
1０
時
～
正
午
＝
西

宇
治
体
育
館
◎
14
日（
金
）午
後
７
時
～
９
時
＝

黄
檗
体
育
館
◎
28
日（
金
）午
後
７
時
～
９
時
＝

西
宇
治
体
育
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人　
内
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
、フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
体
験
コ
ー
ナ
ー
等　
持
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、ス
ポ
ー
ツ
の
出
来
る
服
装　
他
８

日（
土
）の
み
保
育
あ
り（
就
学
前
ま
で
。開
催
日

の
８
日
前
ま
で
に
、電
話
で
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

へ
。）

市
民
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

時
3
月
9
日（
日
）午
前
9
時
半
～（
受
け
付
け

は
午
前
９
時
～
）　
所
西
宇
治
体
育
館　
対
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

￥
1
チ
ー
ム

1
5
0
0
円　
持
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、ス
ポ
ー

ツ
の
出
来
る
服
装　
申
２
月
17
日（
月
）ま
で

（
必
着
）に
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・E
メ
ー
ル
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
窓
口（
〒
611
・8
5
0
1
宇
治
琵
琶
３３　

FAX
2０
・8
9
７
７　

bunkasportska@city.
uji.kyoto.jp

）へ
。

京
都
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
5 

ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
長
時
間
に
わ
た
り
道
路
を
使
用
す
る
た
め
、

京
都
市
内
全
域
で
大
規
模
な
渋
滞
の
発
生
が
予

想
さ
れ
ま
す
。緊
急
車
両
・
路
線
バ
ス
の
運
行

確
保
に
向
け
、自
家
用
車
の
使
用
を
控
え
、公
共

交
通
機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。自
転
車
、

歩
行
者
の
コ
ー
ス
横
断
も
制
限
さ
れ
ま
す
。

時
2
月
1６
日（
日
）午
前
8
時
５５
分
～
午
後
3

時　

問
京
都
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室（

075
・
222
・
3
1
3
8　
FAX
075
・
213
・
3
3
6
７
）

 

普
通
救
命
講
習
会

　
事
前
に
総
務
省
消
防
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
普
通
救
命
講
習
編
」（
約
1

時
間
）の
受
講
が
必
要
で
す
。

時
2
月
1６
日（
日
）午
前
9
時
半
～
11
時　
所
う

じ
安
心
館　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　

定
先
18
人　
内
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
会（
胸
骨

圧
迫
・
人
工
呼
吸
・A
E
D
実
技
等
）　
持
筆
記

用
具
、運
動
出
来
る
服
装
、「
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

習
」の
受
講
証
明
書（
印
刷
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
も
の
の
提

示
も
可
）　
申
2
月
3
日（
月
）か

ら
、電
話
・LIN

E

・
ウ
ェ
ブ
予
約

で
、警
防
救
急
課
へ
。

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

３9
・
9
3
７
７
）

	●	

女
性
の
健
康
週
間
事
業
　
女
性
の
健
康
支

援
セ
ミ
ナ
ー「
教
え
てD

r.(

せ
ん
せ
い)

！

今
日
か
ら「
骨
活
」～
人
生
100
年
時
代
、
丈

夫
な
骨
は
予
防
か
ら
～
」

時
3
月
6
日（
木
）午
後
1
時
半
～
3
時
半　
対

女
性　
定
抽
３０
人　
講
井
上
真
理
子
さ
ん（
池

田
産
婦
人
科
医
院
院
長
）　
他
保
育
あ
り（
６
カ

月
～
就
学
前
。要
事
前
申
し
込
み
。多
数
の
場
合

抽
選
）　
申
氏
名
・住
所
・電
話
番
号
又
は
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・保
育
希
望
者
は
子
ど
も
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
、2
月
28
日（
金
）ま
で

に
、電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

	●	

市
民
企
画
サ
ポ
ー
ト
事
業

「FLO
W
SH
IKI

ヨ
ガ
の
体
験
会
～

風
呂
敷
を
使
っ
た
新
し
い
ヨ
ガ
で
癒
し
の

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
～
」

時
3
月
5
日（
水
）◎
午
前
1０
時
半
～
11
時
半
◎

午
後
1
時
1０
分
～
2
時
1０
分
◎
午
後
3
時
～
4

時　
対
女
性　
定
先
各
5
人　
講
井
内
貴
子
さ

ん（FLO
W
SHIKI

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

持
ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
な
け
れ
ば
バ
ス
タ
オ
ル
）、飲

み
物
、タ
オ
ル　
他
保
育
あ
り（
6
カ
月
～
就
学

前
。要
事
前
申
し
込
み
。先
着
順
）　
申
講
座

名
・
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先（
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）、保
育
希
望
者
は
子
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）・年
齢（
0
歳
児
は
月
齢
）を
、2
月
2

日（
日
）～
2６
日（
水
）に
、電
話
・

E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

（

ouboyum
eria@

city.uji.
kyoto.jp

）へ
。

	●	 U
JI

あ
さ
ぎ
り
プ
ラ
ン
に
関
す
る
、
市
民

意
識
・
実
態
調
査
、
事
業
所
調
査
の
実
施

　
次
期
Ｕ
Ｊ
Ｉ
あ
さ
ぎ
り
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ

た
り
、無
作
為
抽
出
し
た
４
千
人
の
市
民
、300
件

の
事
業
所
へ
調
査
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。次

期
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
て
、皆
さ
ん
の
意
見
を

ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

昼
の
ヒ
ッ
ト
ス
タ
ジ
オ

時
2
月
7
日（
金
）午
後
0
時
1５
分
～
0
時
4５
分　

所
市
役
所
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
《
出
演
者
》

野
中
里
奈
さ
ん　
《
ジ
ャ
ン
ル
》ピ
ア
ノ
ソ
ロ　

《
曲
目
》い
い
日
旅
立
ち
、オ
リ
ビ
ア
を
聴
き
な

が
ら�

他　
問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

▲Ｅメール

▲ウェブ予約

L
I
N
E

予
約

AB
C

違法広告
STOP

CREDIT CARDCREDIT CARD

12

▲WEB講習

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式

L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま
す
。

▲市公式LINE

問
社
会
福
祉
協
議
会（
コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
宇
治
）

（

22
・
5
6
5
0
）

　
地
域
の
中
で
活
動
す
る
こ
と
で
身
近
に

仲
間
も
増
え
、
毎
日
の
生
活
も
心
豊
か
な

も
の
に
な
り
ま
す
。
住
み
よ
い
地
域
の
た

め
に
あ
な
た
も
福
祉
委
員
と
し
て
活
動
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
区
福
祉
委
員
を
募
集

主
な
取
り
組
み
の
紹
介

学
区
福
祉
委
員
と
は

こ
ど
も

　
お
お
む
ね
小
学
校
区
ご
と
に
組
織
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。
社
会
福
祉

協
議
会（
コ
ラ
ボ
ネ
ッ
ト
宇
治
）と
連
携
し
、

各
学
区
福
祉
委
員
会
で
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
会
食
会
や
見
守
り
を
目
的
と
し
た
配

食
サ
ー
ビ
ス
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
各
学
区
福

祉
委
員
会
で
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
出
来
ま
す
。

https://line.me/R/ti/p/@egn3800h
https://ws.formzu.net/fgen/S226575267/
https://www.fdma.go.jp/relocation/kyukyukikaku/oukyu/
https://e.kanameto.me/wreserve/ujicity_yoyaku/error/23
https://e-mailer.link/100214372659
mailto: bunkasportska@city.uji.kyoto.jp
mailto: ouboyumeria@city.uji.kyoto.jp


そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

健
康・福
祉

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費
生

活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

15 14
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そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

３9
・
9
2
2
6
）

	●	
西
宇
治
図
書
館	

読
書
推
進
講
座「
大
和
街

道
を
ゆ
く	
江
戸
時
代
の
旅
人
た
ち
」

　
現
在
の
国
道
24
号
線
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
大
和

街
道
を
ゆ
き
か
っ
た
人
び
と
の
旅
日
記
か
ら
、

当
時
の
地
域
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

時
3
月
7
日（
金
）午
後
2
時
～
3
時
半　
定
先

５０
人　
講
小
嶋
正
亮
さ
ん（
元
歴
史
資
料
館
学

芸
員
）　
申
2
月
2
日（
日
）午
前
9
時
か
ら
、電

話
か
同
館
窓
口
へ
。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団 

宇
治
演
奏
会

時
2
月
21
日（
金
）午
後
7
時
～（
開
場
は
午
後

6
時
1５
分
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
《
指

揮
》大
植
英
次
さ
ん　
《
ピ
ア
ノ
》阪
田
知
樹
さ

ん　
《
管
弦
楽
》大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団　
￥
◎
1
枚
＝
4
千
円
◎
ペ
ア
＝
6
千
円

（
全
席
指
定
）※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

宇
治
っ
子
朗
読
劇
団
☆G

enji　
　

第
13
回
定
例
公
演

時
3
月
9
日（
日
）午
後
2
時
～

（
開
場
は
午
後
１
時
半
）　
所
同

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル　
《
公
演
内

容
》源
氏
物
語
朗
読
劇「
よ
も
ぎ
茂
れ
る
や
し
き

か
ら
～
特
捜
！G

enji

ス
ク
ー
プ
＃
１
～
」　

￥
◎
前
売
券
＝
800
円
◎
当
日
券
＝
千
円（
全
席

自
由
）※
高
校
生
以
下
無
料（
要
整
理
券
）

ゴ
ス
ペ
ラ
ー
ズ
坂
ツ
ア
ー

2
0
2
5“G

3
0

”

時
5
月
3
日（
土
）午
後
5
時
～（
開
場
は
午
後
4

時
1５
分
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
￥
◎
前

売
券
＝
8
5
0
0
円（
全
席
指
定
）※
未
就
学
児

童
は
保
護
者
1
人
に
つ
き
1
人
の
み
膝
上
鑑
賞

可
能
。た
だ
し
、座
席
が
必
要
な
場
合
は
チ
ケ
ッ

ト
の
購
入
が
必
要
。※
U-

18
チ
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
実
施　
《
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
》２
月

８
日（
土
）午
前
1０
時
か
ら（
電
話
予
約
・オ
ン
ラ

イ
ン
は
午
後
１
時
か
ら
）。詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

歴
史
講
座 

巨
椋
池
の
名
残
を
探
る

　
十
五
世
紀
前
半
に
伏
見
宮
貞
成
親
王（
ふ
し

み
の
み
や
さ
だ
ふ
さ
し
ん
の
う
）が
記
し
た『
看

聞（
か
ん
も
ん
）日
記
』か
ら
み
る
中
世
伏
見
・

巨
椋
池
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

時
2
月
2５
日（
火
）午
後
2
時
～
3
時
半　
所
中

央
公
民
館　
定
抽
8０
人　
講
若
林
正
博
さ
ん（
京

都
府
立
京
都
学
・歴
彩
館
資
料
課
主
幹
）　
￥
250

円　
申「
2
月
2５
日
歴
史
講
座
」・氏
名（
ふ
り
が

な
）・郵
便
番
号
・住
所
・電
話
番
号
を
、2
月
12

日（
水
）ま
で（
必
着
）に
、往
復
ハ
ガ
キ（
持
参
の

場
合
は
返
信
用
は
が
き
の
み
）・E
メ
ー
ル
で
歴

史
資
料
館（
〒
611
・0
0
2
3
折
居
台
1
-1　

３9
・9
2
6
0　

kozam
useum

@
city.

uji.kyoto.jp

）へ
。※
1
回
の
申
込
に
つ
き
1
人

ま
で
。重
複
申
込
は
不
可
。

山
城
マ
ル
シ
ェ 

in 

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

時
2
月
18
日（
火
）午
後
4
時
～
6
時
半　
所
Ｊ

Ｒ
宇
治
駅
南
北
通
路　
内
農
家
・飲
食
店
に
よ

る
新
鮮
で
旬
な
地
元
農
産
物
や
加
工
品
の
直
売　

問
農
林
茶
業
課

市
立
幼
稚
園
会
計
年
度
任
用
職
員

募
集〈
特
別
支
援
加
配
〉

《
勤
務
内
容
》教
育
的
支
援
が
必
要
な
園
児
へ
の

支
援
業
務　
《
資
格
》幼
稚
園
教
諭
免
許（
現
在

有
効
で
あ
る
こ
と
）　
《
任
用
期
間
》採
用
決
定

日
～
3
月
３1
日　
《
勤
務
日
時
》平
日
の
午
前
8

時
半
～
午
後
4
時（
水
曜
日
は
午
後
2
時
ま
で
。

長
期
休
暇
期
間
中
は
園
児
が
不
在
の
た
め
休

み
）　
《
勤
務
地
》東
宇
治
幼
稚
園　
《
報
酬（
時

間
額
）》1
1
2
７
円（
別
途
、通
勤
手
当
、ボ
ー

ナ
ス
等
あ
り
）　
《
募
集
人
数
》1
人
※
詳
細
は

教
育
総
務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
立
保
育
所
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集

《
共
通
》《
任
用
期
間
》◎
採
用
決
定
日
～
３
月
３1

日
◎
４
月
１
日
～
８
年
３
月
３1
日（
い
ず
れ
も

更
新
有
り
）※
職
種
・
勤
務
地
に
よ
り
任
用
期

間
が
異
な
り
ま
す
。　
《
募
集
人
数
》若
干
名　

《
選
考
方
法
》面
接　
他
報
酬
は
7
年
1
月
1
日

時
点
。別
途
、通
勤
手
当
や
ボ
ー
ナ
ス
、各
種
休

暇
等
あ
り　
申
履
歴
書（
要
写
真
）に
、保
育
士

証
の
写
し（
有
す
る
人
の
み
）を
添
え
、3
月
3

日（
月
）ま
で
に
、保
育
支
援
課
へ（
代
理
可
。郵

送
不
可
）。

	●
嘱
託
パ
ー
ト
保
育
職
員

《
勤
務
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤

務
時
間
外
に
保
育
を
担
当　
《
報

酬（
月
額
）》11
万
5
9
４
3
円
～

※
勤
務
地
・
勤
務
日
時
等
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

	●
嘱
託
保
育
士

《
勤
務
内
容
》保
育
業
務
全
般
の
補
助　
《
資
格
》

保
育
士
資
格　
《
勤
務
地
》市
立
保
育
所　
《
勤

務
日
時
》◎
平
日
＝
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

1５
分（
平
日
の
う
ち
１
日
休
み
）◎
土
曜
日
＝
午

前
８
時
半
～
正
午　
《
報
酬（
月
額
）》18
万
5
3

5
0
円
※
詳
細
は
同
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。ア
ル
バ
イ
ト
職
員
も
募
集
中
で
す
。

育
成
学
級
指
導
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
）の
募
集

　
定
員
に
達
す
る
ま
で
随
時
募
集
。詳
し
く
は
、

こ
ど
も
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
長（
会
計
年
度
任
用
職
員
）の

募
集

《
勤
務
内
容
》公
民
館
の
管
理
運
営（
事
業
実
施
、

施
設
管
理
等
）　
《
任
用
期
間
》４
月
１
日
～
８

年
３
月
３1
日（
更
新
あ
り
）　
《
勤
務
日
時
》原

則
、平
日
の
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
1５
分（
う

ち
１
時
間
休
憩
、木
曜
日
は
午
前
中
の
み
の
勤

務
。事
業
に
よ
る
土
曜
日
の
勤
務
あ
り
）　
《
勤

務
場
所
》市
内
の
公
民
館　
《
報
酬（
月
額
）》21

万
2
8
1
3
円�

※
7
年
1
月
１
日
時
点（
交

通
費
・
賞
与
は
別
途
支
給
）　
《
募
集
人
数
》若

干
名　
《
選
考
方
法
》面
接
、作
文（
テ
ー
マ「
地

域
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割
と
公
民
館
長
と
し

て
取
り
組
み
た
い
こ
と
」、800
字
程
度
、任
意
様

式
）　
申
市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）、作
文
を
、

２
月
14
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、郵
送
か
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口（
〒
611
・0
0
2
1
宇
治

琵
琶
4５
-14　

３9
・9
5
0
0
）へ
。

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（

３9
・
9
2
8
1
）

	●
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
2
月
8
日（
土
）午
後
1
時
～
2
時
半　
対
幼

児
～
中
学
生�（
幼
児
は
保
護
者
要
同
伴
）　
講

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
研
究
会
宇
治
の
皆
さ
ん

西
宇
治
公
園

問
同
公
園（

３9
・
9
2
5
1
）

	●
木
曜
さ
わ
や
か
ス
ト
レ
ッ
チ

時
2
月
1３
日（
木
）�・27
日（
木
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
4０
分
～
1０
時
1０
分　

￥
1
回
300
円（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
利
用
者
1
回
100
円
）　
持
室

内
履
き

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

向
け
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
実
施

時
所
内
申
表
の
と
お
り　
対
市
内
在
住
・
在

勤
・在
学
の
人　
定
先
各
1０
人　
他
デ
モ
機
で

の
受
講

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付

（
事
前
予
約
制
）

《
可
能
な
手
続
き
》◎
交
付（
新
規
・更
新
）◎
申

請
サ
ポ
ー
ト（
無
料
写
真
撮
影
含
む
）◎
電
子
証

明
書
の
発
行（
新
規
・更
新
）◎
暗
証
番
号
の
再

設
定
◎
住
所
変
更
等
に
伴
う
記
載
事
項
の
変
更

（
市
民
課
で
の
手
続
き
済
み
分
の
み
）◎
健
康
保

険
証
の
利
用
申
込
◎
公
金
受
取
口
座
の
登
録

時
2
月
9
日（
日
）午
前
9
時
～
午
後
2
時　
所

市
役
所
1
階
専
用
窓
口　
持
手
続
き
に
よ
っ
て

異
な
る
。（
要
事
前
問
い
合
わ
せ
）　
問
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
専
用
窓
口（

21
・0
４
2
8
）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の
無
料
配
布

　
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、搬
入
さ
れ
た
公

園
の
樹
木
・
街
路
樹
・
家
庭
の
庭
木
等
の
剪
定

枝
を
チ
ッ
プ
化
物
に
し
て
配
布
し
ま
す
。

時
①
個
人
等
小
口
利
用
者
向
け
＝
3
月
3
日

（
月
）～
7
日（
金
）②
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け

＝
3
月
1０
日（
月
）～
14
日（
金
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
～
正
午
、午
後
1
時
～
4
時　
所
い
ず
れ

も
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー（
城
陽
市
寺
田
）　

対
市
内
含
む
同
組
合
管
内
に
在
住
・在
勤
の
人　

定
先
①
な
し（
な
く
な
り
次
第
終
了
）②
各
日
4０

台　
持
①
持
ち
帰
り
用
の
容
器
・
袋
、ス
コ
ッ

プ
等　
申
②
2
月
2６
日（
水
）～
28
日（
金
）に
、

電
話
で
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
谷
山（

５３
・3
5
8
1
）へ
。

生
涯
学
習
審
議
会

時
２
月
7
日（
金
）午
前
1０
時
～　
所
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー（
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
）　
定

先
５
人　
内
生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て　
他
関
連
資
料
は
、当
日
よ
り
市
役

所
１
階
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
出
来
ま

す
。手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
等
が
必
要
な
人
は

事
前
に
担
当
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

申
当
日
、午
前
９
時
半
～
９
時
５０
分
に
開
催
場

所
受
け
付
け
へ
。　
問
生
涯
学
習
課

とき ところ 内容 申込方法

3/5(水） 
午後１時半

～３時

東宇治コ
ミュニティ
センター

災害時に役立
つスマホの使
い方～浸水ナ

ビ編～

2月4日（火）
午前9時から、電話か

東宇治図書館窓口 
（ 39-9182）へ。

3/14（金） 
午後１時半

～３時

西小倉
地域福祉
センター

写真の撮り
方、インター
ネットの使い

方

2月2日（日）
午前9時から、電話か

西宇治図書館窓口 
（ 39-9226）へ。

▲7年度パート募集 ▲6年度パート募集

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/83/28551.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/83/83089.html
mailto: kozamuseum@city.uji.kyoto.jp


広
報 う
じ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

  読
売

中
央

販
売（

株
）

06-6315-5751
へ

各課からのコラムをご紹介！

手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

宇治市 
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右の二次元コードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください

宇
治

市
政

だ
よ

り
2月

1日
号

令
和

7年（
2025年

）2月
1日

発
行

 第
1953号

広報ＳＮＳ  

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

※ 1 日号に掲載していた「市の人口」は、15 日号に掲載をすることとなりました。

（ 問 文化スポーツ課）

　

九
十
五
年

を
生
き
て
き

て
、
過
ぎ
た

時
を
振
り
か

え
る
と
、
日

常
の
生
活
が

ど
れ
ほ
ど
便

利
に
な
っ
た
こ
と
か
、
文
明
の
進
歩
の
あ
り
が
た

さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
井
戸
端
に
し
ゃ
が

み
、
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
た
水
を
盥た

ら
いに

入
れ
、
洗

濯
板
に
広
げ
て
ご
し
ご
し
擦
り
洗
い
し
、
両
手

で
絞
り
上
げ
、
物
干
し
竿
で
干
し
て
い
た
。
そ
れ

が
今
で
は
、
自
動
洗
濯
機
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る

だ
け
で
、
乾
燥
ま
で
す
み
ま
す
。

　
し
か
し
、
文
明
の
進
化
は
武
器
の
進
化
を
も

も
た
ら
す
と
痛
感
し
ま
す
。
理
非
に
拘
わ
ら
ず
、

強
い
殺
傷
力
の
あ
る
武
器
を
大
量
に
持
っ
た
方

が
勝
つ
。
十
三
世
紀
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
昔
か

ら
住
ん
で
い
た
人
々
を
、
十
字
軍
や
騎
士
団
が

攻
撃
し
領
土
を
拡
張
し
て
い
く
過
程
を
、
物
語

と
し
て「
文
藝
」（
河
出
書
房
新
社
）に
連
載
中
で
す

が
、
攻
撃
す
る
側
は
弩

い
し
ゆ
み、

投
石
機
、
攻
城
塔
な

ど
、
先
住
民
の
知
ら
な
い
武
器
を
用
い
て
残
忍
な

殺
戮
を
行
い
、
土
地
を
奪
う
。『
北
の
十
字
軍
』

（
山
内
進
）、『
剣
と
清
貧
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』（
佐
藤

彰
一
）な
ど
で
そ
の
実
態
を
知
り
ま
し
た
。
や
が

て
大
砲
が
発
明
さ
れ
る
。
第
一
次
大
戦
で
は
毒
ガ

ス
が
用
い
ら
れ
る
。
第
二
次
大
戦
で
は
原
子
爆

弾
。
そ
う
し
て
現
在
の
恐
怖
は
核
ミ
サ
イ
ル
。

　

幼
い
子
供
を
見
か
け
る
と
、

戦
争
を
知
ら
な
い
ま
ま
大
き
く

な
れ
ま
す
よ
う
に
、
と
思
う
の
で

す
が
、
す
で
に
知
っ
て
し
ま
っ
た

子
供
た
ち
が
、
今
、
世
界
に
ど

れ
ほ
ど
い
る
こ
と
か
…
…
。

（ 問 健康づくり推進課）

保
健
師
が

保
健
師
が

皆
みながわ
川	博

ひ ろ こ
子さん
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私
た
ち
は
人
生
の
３
分
の
１
を
眠
っ
て
過
ご

し
、
ま
た
、
健
や
か
な
睡
眠
が
あ
っ
て
こ
そ
、

十
分
な
休
養
を
と
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
最
も

身
近
な
生
活
習
慣
で
あ
る
睡
眠
に
目
を
向
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

適
正
な
睡
眠
時
間

　
睡
眠
に
よ
り
休
ま
っ
た
感
覚（
休
養
感
）は
適

切
な
睡
眠
の
目
安
で
す
が
、
令
和
５
年
度
の
市

健
康
づ
く
り
・
食
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査（
16
歳
以
上
）で
は
、「
十
分
睡
眠
が
と
れ
て
お

り
、
休
養
も
と
れ
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の

割
合
が
、
４
割
未
満
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
適
正
な
睡
眠
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
ガ
イ
ド

2
0
2
3
」で
は
、
成
人
で
1
日
に
少
な
く
と
も

6
時
間
以
上
の
睡
眠
時
間
を
確
保
出
来
る
よ
う

に
努
め
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

休
日
の「
寝
だ
め
」は
逆
効
果　

　
平
日
に
蓄
積
し
た
睡
眠
負
債
を
後
か
ら
解
消
す

る
た
め
に
、
休
日
に
長
く
眠
る「
寝
だ
め
」の
習
慣

を
持
つ
人
が
働
く
世
代
に
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
休
日
に
寝
だ
め
を
す
る
こ
と
で
、
就

寝
・
起
床
の
時
刻
に
平
日
と
休
日
と
で
ず
れ
が
生

じ
、
体
内
時
計
が
乱
れ
る
と
い
う
代
償
が
伴
い
ま

す
。
体
内
時
計
に
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
で
、
肥
満
や

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
、
脳
血
管
障
害
や
心
血

管
系
疾
患
、
う
つ
病
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
発
症
リ
ス

ク
を
高
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

睡
眠
に
よ
る
休
養
感
を
高
め
る
工
夫

◦
夕
方
以
降
は
カ
フ
ェ
イ
ン
を
控
え
る

　
カ
フ
ェ
イ
ン
に
は
覚
醒
作
用
や
利
尿
作
用
が
あ
る

た
め
眠
り
を
浅
く
し
た
り
、
途
中
で
ト
イ
レ
に
起
き

た
り
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

【
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
飲
料
】

コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
、
紅
茶
、
コ
コ
ア
、
栄
養
ド
リ
ン

ク
な
ど

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
を
控
え
る

　

電
子
機
器
の
画
面
が
放
つ
光

「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
」は
、
人
間
の
目

で
と
ら
え
ら
れ
る
光
線
の
な
か
で

一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
、
見
続

け
て
い
る
と
交
感
神
経
が
興
奮

し
、
目
が
冴
え
て
し
ま
い
ま
す
。

睡
眠
の
1
～
2
時
間
前
か
ら
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
使

用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◦
喫
煙
を
し
な
い

　
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
覚
醒
作
用
が
あ

り
、
眠
り
を
妨
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
喫
煙
歴
の
長
い

人
で
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
睡
眠
以
外
の
健
康

の
た
め
に
も
喫
煙
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

出
典
： 

厚
生
労
働
省「
良
い
目
覚
め
は
良
い
眠
り
か
ら　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
睡
眠
の
こ
と
」

AB
C

違法広告
STOP

CREDIT CARDCREDIT CARD

十分に睡眠が
とれておらず、
休養もとれていない
18.4%

十分に睡眠が
とれていないが、
休養はとれている
23.3% 十分に睡眠が

とれているが、
休養はとれていない
22.1%

十分に睡眠が
とれており、

休養もとれている
36.2%

今の睡眠時間で、
十分休養がとれて
いると感じているか

（16歳以上）

https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/32796.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/
mailto: obokoho@city.uji.kyoto.jp



